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１．濃化異骨症患者の大腿骨骨幹部骨折において矯正骨
切りが有効であった１例
遠藤 史隆，面高 拓矢，萩原 明彦
小野 秀樹，中島 大輔，久保井卓郎
（公立藤岡総合病院 整形外科）
今回我々は濃化異骨症患者が大腿骨骨幹部骨折をきた
し,矯正骨切りおよびプレート固定を行い良好な成績を
得た1例を経験したので,若干の文献的考察を含めて報
告する.症例は15歳,女性.濃化異骨症の診断で,小児期
より下腿骨,鎖骨,両側大腿骨等,複数回の病的骨折を起
こし,変形治癒していた.平成25年4月26日,学校の教
室にて転倒し,左大腿骨骨幹部骨折をきたした.当科入
院の上,直達牽引施行したが,1か月経過時点で仮骨形成
不良であり,弯曲変形も強いため平成25年5月27日に
矯正骨切りおよびプレート固定術を施行した.術後リハ
ビリテーションを行い,トーマス型下肢装具装着し平成
25年7月27日に自宅退院となった.平成25年10月17
日,術後約5か月で装具除去となり,平成26年2月現在,
片松葉杖歩行でリハビリではフリー歩行も可能である.
２．新鮮アキレス腱断裂に対する6-strand＋cross-stich
法の治療経験
須藤 貴仁，増田 士郎，鈴木 隆之
佐藤 直樹，小林 史明，田中 宏志
（伊勢崎市民病院 整形外科）
新鮮アキレス腱損傷9例 (男性7例,女性2例/年齢25
～63,平均44.1歳)に対して,6-strandのLim&Tsai法
の主縫合とcross-stich法の補助縫合を併用した観血的縫
合術に早期運動療法を取り入れた治療を行い,良好な治
療成績を得たのでこれを報告する.この治療法の特徴と
しては,縫合張力を増強することで術翌日から可動域訓
練が開始できること,特別な硬性装具は不要で既製品の
サポーター使用でよいこと,術後1週で部分荷重,術後2
週で全荷重が可能となり,術後4か月でのスポーツ復帰
を目指すことができることなどが挙げられる.9例中1
例に術後皮下縫合糸膿瘍を認めたものの,洗浄・創再縫
合で治癒した.全例において再断裂,神経症状などの合
併症はなく,可動域は全例健側と左右差を認めなかった.
本縫合法は,早期荷重歩行,早期社会復帰からスポーツ
復帰を可能にする有用な選択肢の一つとなりうると考え
られた.
３．人工骨頭置換術後に生じ大腿骨ステム周辺骨折の１
例
足立 智，福田 和彦，浅井 伸治
（原町赤十字病院 整形外科）
89歳女性,自宅でトイレに行こうとして転倒し当院受
診した.レントゲンにて右大腿骨近位部から骨幹部にか
けてVancouver分類type B1の骨折を認めた.5年前に
右大腿骨頚部骨折にて人工骨頭置換術を施行しており,
今回の受傷前ADLは独居で独歩可能であった.受傷か
ら3日後,CCGバンドによる固定にlocking compres-
sion plate system(LCP)とケーブルシステムを併用した
内固定を行った.術後1週から関節可動域訓練を開始し,
術後2ヶ月での膝関節可動域は0/135であった.この時
点でのアライメントの変化は認めず,術後3か月からの
荷重許可を予定している.術後ステム周辺骨折について
の内固定法としてさまざまな方法があり,今回施行した
手術法・後療法について,文献的考察を加えて報告する.
４．スポーツ障害におけるESWTの効果
近藤 尚行，木村 雅史，野仲 聡志
中川 智之，吉田 勝浩，山口 蔵人
伊東美栄子，生越 敦子，鈴木 啓司
関 隆致，恩田 啓
（善衆会病院 整形外科）
体外衝撃波治療 (ESWT)は運動器,特にスポーツ障害
に施行されることが多い.メリットとしては,良好な即
時的疼痛コントロールと長期予後の改善である.当院で
の利用は足底腱膜炎が約半数を占め,1回あたりの平均
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